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皮膚科 領域 におけ るAminosidineの 治験

川 村 太 郎 高 橋 久 富 沢 尊 儀

東大皮膚科

昭和41年ll月19日Aminosidine研 究会に お い

て報告したわれわれの治験症例は全部で16例 であつた

がさらに14例 追加治験を行なつたので前回の症例と併

せてAminosidineの 効果を皮膚科領域におけ る疾患に

ついて検討 したい。

Ami雄osidineの 投与法は原則 として成人に1～2A(1A:

表1

症 例 年令 性 菌 麗 剛 効果 備 考

Fumnkel30♀Sta.aur.IA5回 士 治 癒 ま で 長 く硬 結 と れ ず

Furunke】246Sta.aur.12?以 後 来 院 せ ず

Furunke124≦ ～Sta.aur.12--

Furunkel27δ59毎 。aur.23十

Fumnculosisl86Sta.aur.13士

Furuncul・sis2・9Sta.au・.ll+皮 疹 の 新 生 は な くな る

Furunculosis20♀Sta.aur.22?尿 蛋 白spur

F-u1・sis28δSta.aur.ll+御 醗

F㎜culosis22δSta.aur.25一 皮 疹 の 新 生 あ り増 数

Fumculosis46♀Sta.aur.23一 尿 蛋 白spurシ グ マ マ イ シ ソ で 改 善

SteroidAcne336Sta.aur.12一 貧 血 お よ び 肝 炎 あ る た め 中 止

Acnecongl・bata196Sta.aur・,26+

Syc・sisvulgariS536Sta・au・ ・lll‡

Phlegmone35♀ 不 明24十

Folliculitisdecalvans696Sta.aur.21?来 院 せ ず

噛講 瓢 鶴 臨ien、16δSta・epi・27一 全 く不変

ε臨 ψ ∫.

Pyodermie?2951〃.抄 配 吻 榔15一 全 く不 変

NetSseria

R6ntgengeschwiir5・6甑 殿 。nas王14一 中途 か らPSが 齢 感 染

UnterschenkelgeschwUr65♀Pr・teztsl18一

蟹 搬itis飴ctitia)16♀Parac・1・nl6+局 所}ご使 用(2日 で菌(一))

Eczemaimpetiginosum96Sta.au7.1/26± 治 療i中 は 疹 発 生 あ り

Eczemaimpetiginosum9♀Sta,epi・13十

Contactdermadtis306Sta.epi.23一 全 く不 変

Impetigocontagiosa26Sta.aur.l/39一 治 療 中 皮 疹 発 生 あ り

Impetigocontagiosa26Sta・aur・1/36十

Impetigocontagiosa49Sta・aur・1/23一 全 く不 変

Impetigocontagiosa6♀Sta.aur.1/24十

Staphylodermie316Sta・aur・111± 少 し ず つ 改 善

Klein㎞stigeI血petigo23♀Sta.aur,17十

ImpetigoBockhart306Sta・auT・15士
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350mg力 価)を 筋注 し小児は年令に応じて適宜減量 し

た。併用療法は特に行なわず一部局所処置を施 した例 も

あるがほとんどは単ガーゼまたは トレヅクスガーゼにて

病巣を被覆するのみとした。初回の注射前に本剤に対す

る過敏性をスクラッチテス トで観察したが全症例共過敏

性を起こさなかつた。副作用についても患者から特別な

訴えなくかつ治療が比較的長期(5回 注射以上)に およ

んだものは血液,尿,聴 力検査などを行なつたが異常を

認めなかつた。

効果判定は主として臨床症状の経過によつたが,治 癒

に要 した日数,Abklatschに よつて得られた菌の集落数

の変動なども参考に した。その結果は表1の ごとくであ

る(本症例中にはすでに報告ずみの16例 を含む)。

これ らを3群 の類似疾患別に分類して有効率をみた。

すなわち第1群 は膿痂疹などの比較的浅い皮膚病変をと

るもの・第2群 は癒あるいは毛嚢炎の形をとるもの,第

3群 は深い潰瘍の形を とるもので,そ れぞれの有効率お

よび全体での有効率は表2の とお りである。

以上のごとくAminosidineは 膿痂疹のような浅い皮盧

病変をとるものには有効率が高いが癒,毛 嚢炎型成は潰

表2

疾 患

伝染性膿痂疹,膿 痂疹性湿
疹,お よび膿痂疹様疾患

痛お よび他の疾患か ら痛毛
嚢炎を2次 的に起 したもの

潰瘍に2次 感染を起 したも
の

計

例数

10

17

3

30

有効

4

6

1

ll

やや有
効

3

2

0

3

無効有効率

3

6

不 明
3

2

70%

47%

33%

11147%

瘍型の皮膚病変をとるものには低い。しかも膿痂疹様皮

疹に対 しては軟膏療法 が き わ め て 有 効 で あ る ため

Aminosidineの 注射が これにとつて変るほどよい治療法

とはいえない。また潰瘍に対 して有効 で あ つ た1例 は

Aminosidineを 局所に使用 したものであつてe・・一・…般の潰瘍

に対 してAminosidineの 全身的な投与が有効であ る と

はいえない。趨,毛 嚢炎に対 しても有効率が50%以 下

ではあまり推奨できない。結論 としては皮膚科領域にお

けるAminosidineの 注射i療法はあまり有効ではないよう

である。

CLINICAL APPLICATION OF AMINOSIDINE TO SKIN DISEASES

TARO  KAWAMURA,  HISASHI TAKAHASHI & TAKANORI TOMIZAWA 

 Department of Dermatology, Tokyo University School of Medicine

 Aminosidine was clinically applied to 30 cases of dermatological infections . 
 Effective results were obtained in the  cases of impetigo, but the results were ineffective in the cases 

of  furuncle or folliculitis and some chronic pyodermas. 

 It does not seem that aminosidine can be an excellent drug so far as dermatological infections are 

concerned.




